
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

平成２９年 ６月26日 

 

愛知県知事 殿             

提出者 

                      本社住所  東京都港区芝５丁目34番６号   

                      氏 名   菱重ﾌｧｼﾘﾃｨ-&ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ-ｽﾞ㈱ 本社 

                      取締役社長      大久保 憲一 

（本紙）提出者；住 所    名古屋市港区大江町６番地の１６

           氏 名  菱重ﾌｧｼﾘﾃｨ-&ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ-ｽﾞ㈱中部支社 

執行役員中部支社長   松本 拓朗   

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)  

電話番号 ０５２－６１２－１８８６    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 
 りょうじゅうふぁしりてぃー＆ぷろぱてぃーずかぶしきがいしゃ 

菱重ﾌｧｼﾘﾃｨ-&ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ-ｽﾞ株式会社・中部支社 

事 業 場 の 所 在 地  名古屋市港区大江町６番地の１６ 

計 画 期 間  平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類  総合建設業（Ｄ－０６） 

②事 業 の 規 模  請負額：10,262 百万円 

③従 業 員 数  ３６０人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

・建設工事、旧建物物解体：がれき類(コンクリート塊)、 

             金属くず、木くず等再資源化 

・旧構築物撤去：がれき類(コンクリート塊)等再資源化 

・現場分別：委託収集運搬 

・委託再利用および埋め立て処分：一部再資源不可のものは埋め立て 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

              (第２面)               ２ 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 （第５－１面）１０頁に示す。 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 平成２８年度 ）実績】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 
別紙：(第２面) 

①現状の継続による 
→頁３、上段に示す 

排 出 量 11,210.9 ｔ ｔ 

(これまでに実施した取組) 

 

・現場での分別収集を徹底 

・発生撤去コンクリート、土の再利用、及びリサイクル 

 

②計画 

【目標】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 
別紙：(第２面) 

②計画の継続による 
→頁３、下段に示す 

排 出 量 9,609.0 ｔ ｔ 

(今後実施する予定の取組) 

 

・環境に配慮した設計要領に基づき、エコマテリアルの採用、発生土 

 の再利用及びリサイクルに取り組む。 

・施工段階(建築)において環境保全チェックリストにより、建設残土、 

 仮設残材、再生砕石、コンクリートガラ等の再利用に取り組む。 

・プレカット化、ユニット化等を実施。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組) 

 

・コンクリート塊、アスファルト塊、については現在１００％と 

 高い再生率にある。 

②計画 

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組) 

 

・建設混合物(安定型)については、まだ分別の余地があり再生利用率 

 の向上を図る。無梱包、簡易梱包、木くずの発生を抑制するととも 

に木くずの分別回収を行う。 

・再生率の高い中間処理業者の選定を行い、再生利用量を向上する。 



 

 

（第３面）                      ４ 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（  ―  年度）実績】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類   

自 ら 再 生 利 用 を 行 っ た 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  ― 

 

②計画 

【目標】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類  ―  

自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

  ― 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（  ―  年度）実績】  

産 業 廃 棄 物 の 種 類   

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ ｔ 

自 ら 中 間 処 理 に よ り 減 量 し た 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  ― 

 

 

②計画 

【目標】   

産 業 廃 棄 物 の 種 類   

自 ら 熱 回 収 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ ｔ 

自 ら 中 間 処 理 に よ り 減 量 す る 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

  ― 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（  ―  年度）実績】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類   

自 ら 埋 立 処 分 又 は 

海 洋 投 入 処 分 を 行 っ た 

産 業 廃 棄 物 の 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  ― 

 

②計画 

【目標】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類  ―  

自 ら 埋 立 処 分 又 は 

海 洋 投 入 処 分 を 行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

  ― 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（ 平成２８年度 ）実績】  

産 業 廃 棄 物 の 種 類 
別紙：(第４面) 

①現状の計画による 
→頁６ 

全 処 理 委 託 量 11,210.9 ｔ ｔ 

 

優 良 認 定 処 理 業 者 へ の 

処 理 委 託 量 
415.7ｔ ｔ 

再 生 利 用 業 者 へ の 

処 理 委 託 量 

10,929.8 

ｔ 
ｔ 

認 定 熱 回 収 業 者 へ の

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の

熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

(これまでに実施した取組) 

 

・コンクリート塊、アスファルト塊、については現在１００％と 

 高い再生率にある。優良認定処理業者への委託増加 

 

 

 

                                     ５ 



 

 

（第５面）     7 

 ②計画 

【目標】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 
別紙：(第５面) 

②計画の継続による 
→頁８ 

全 処 理 委 託 量 9,609.0 ｔ ｔ 

 

優 良 認 定 処 理 業 者 へ の

処 理 委 託 量 
356.1 ｔ ｔ 

再 生 利 用 業 者 へ の 

処 理 委 託 量 
9,511.2 ｔ ｔ 

認 定 熱 回 収 業 者 へ の

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の

熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

・無梱包、簡易梱包、プレカット化、ユニット化等を実施し、木くず 

 の発生を抑制するとともに木くずの分別回収を行う。 

・再生率の高い中間処理業者の選定を行い、再生利用量を向上する。 

  混合廃棄物の分別を強化する。 

・優良認定処理業者の選定。 

 

 

※事務処理欄  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２面；産業廃棄物の排出に関する事項

①現状の継続　(ton)

産業廃棄物の種類
建設混合
廃棄物
（安定型）

コンクリート塊 アスファルト塊 がれき類 ガラス
廃プラスチック

類
金属屑 汚泥 紙くず 木くず

排出量 58.50 6,078.30 2,752.30 373.80 5.60 111.60 25.60 896.10 11.90 148.00

産業廃棄物の種類 繊維くず 廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
建設混合
廃棄物
（管理型）

石綿含有
産業廃棄物
(安定型）

特定有害
石綿等
廃石綿

排出量 204.30 537.50 7.44 0.00
計；11,210.94

②計画の継続　(ton)

産業廃棄物の種類
建設混合
廃棄物
（安定型）

コンクリート塊 アスファルト塊 がれき類 ガラス
廃プラスチック

類
金属屑 汚泥 紙くず 木くず

排出量 50.14 5,209.97 2,359.11 320.40 4.80 95.66 21.94 768.09 10.20 126.86

産業廃棄物の種類 繊維くず 廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
建設混合
廃棄物
（管理型）

石綿含有
産業廃棄物
(安定型）

特定有害
石綿等
廃石綿

排出量 175.11 460.71 6.38 0.00
計；9,609.38



第４面；産業廃棄物の排出に関する事項

①現状の継続（ton）

建設混合廃棄
物

（安定型）
コンクリート塊 アスファルト塊 がれき類 ガラス

廃プラスチッ
ク類

金属屑 汚泥 紙くず 木くず

58.50 6,078.30 2,752.30 373.80 5.60 111.60 25.60 896.10 11.90 148.00

優良認定処理業者への
処理委託量 0.00 34.80 4.20 84.60 0.00 88.80 0.00 0.00 5.80 45.68

再生利用業者への
処理委託量 40.95 6,078.30 2,752.30 355.10 5.32 66.96 25.60 896.10 11.90 143.56

認定熱回収業者への
処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

繊維くず 廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
建設混合廃棄

物
（管理型）

石綿含有
産業廃棄物

計

204.30 537.50 7.44 11,210.94

優良認定処理業者への
処理委託量 145.60 0.00 6.20 415.68

再生利用業者への
処理委託量 204.30 349.38 0.00 10,929.77

認定熱回収業者への
処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0.00 0.00 0.00 0.00 P6

産業廃棄物の種類

全処理委託量

産業廃棄物の種類

全処理委託量



第５面；産業廃棄物の処理の委託に関する事項

②計画の継続（ton）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
建設混合廃棄

物
（安定型）

コンクリート塊 アスファルト塊 がれき類 ガラス
廃プラスチック

類
金属屑 汚泥 紙くず 木くず

50.11 5,206.37 2,357.48 320.18 4.80 95.59 21.93 767.55 10.19 126.77

優良認定処理業者への
処理委託量 0.00 29.81 3.60 72.46 0.00 76.06 0.00 0.00 4.97 39.13

再生利用業者への
処理委託量 35.08 5,206.37 2,357.48 304.17 4.56 57.35 21.93 767.55 10.19 122.97

認定熱回収業者への
処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

11 12 13 14

繊維くず 廃石膏ボード
建設混合廃棄

物
（管理型）

石綿含有
産業廃棄物

特定有害石
綿等廃石綿

計

174.99 462.40 6.37 4.28 9,609.02

優良認定処理業者への
処理委託量 124.71 0.00 5.31 0.00 356.05

再生利用業者への
処理委託量 174.99 448.53 0.00 0.00 9,511.17 P8

認定熱回収業者への
処理委託量 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 8　ページ

産業廃棄物の種類

全処理委託量

産業廃棄物の種類

全処理委託量



5面-1

産業廃棄物処理管理体制 菱重ﾌｧｼﾘﾃｨ-&ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ-ｽﾞ・中部支社

(平成29年4月1日）

産業廃棄物
統括責任者

支社長

産業廃棄物
総括 副責任者

総務部 副部長

　

産業廃棄物
処理責任者

産業廃棄物
処理責任者

産業廃棄物
処理責任者

産業廃棄物
処理責任者

厚生施設ｻｰﾋﾞｽ部長 建設部長

現地廃棄物
処理責任者

現地廃棄物
処理責任者

現場責任者 現場所長

工事毎に選任 工事毎に選任

特別管理
産業廃棄物
管理責任者

特別管理
産業廃棄物
管理責任者

下請業者 下請業者

工事毎に選任 工事毎に選任 １０頁

（必要の場合） （必要の場合）

名航・名誘工
場･施設管理部

長

岩塚･冷熱工
場・施設管理部

長
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